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12月定例会12月定例会
  ２　コロナ禍でも新生児増　町独自の特別給付を増額
  ５　町民と議会の意見交換会を開催しました
  ６　８議員が町政を質す
15　元気もらった！ありがとう 岩美高校女子バレーボール部
16　大雪を初めて体験されたみなさんに聞きました

大事な場面で
強烈なスパイクを決める

（春高バレー１月５日 東京体育館）

大事な場面で
強烈なスパイクを決める

（春高バレー１月５日 東京体育館）
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コロナ禍でも新生児増
町独自の特別給付を増額

　
（
注
）
質
疑
応
答
は
、
常
任

委
員
会
と
全
員
協
議
会

を
含
み
ま
す
。

   

一
般
会
計
補
正
予
算

　

１
億
５
３
４
３
万
円
を
増

額
し
、
予
算
総
額
を
82
億
８

１
６
９
万
円
と
し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の

新
生
児
特
別
定
額
給
付
金 

事
業
費

１
０
０
万
円
増
額

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
事
業
と
し
て
、
定

額
給
付
金
の
対
象
と
な
ら
な

か
っ
た
新
生
児
に
対
し
て
、

町
が
独
自
に
10
万
円
を
給
付

し
て
い
る
。

　

新
生
児
の
増
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
給
付
予
算
額
を
増

額
。

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
事
業
費９６

７
万
円
増
額

　

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
事
業
と
し
て

１
世
帯
当
た
り
５
万
円
、
第

２
子
以
降
は
１
人
当
た
り
３

万
円
の
臨
時
特
別
給
付
金
を

給
付
し
て
い
る
。

　

国
が
再
支
給
を
決
定
し
た

こ
と
に
伴
う
増
額
。

有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
費

７
２
９
万
円
増
額

　

増
額
理
由
は
、
①
国
は
２

年
度
、
緊
急
捕
獲
事
業
と
し

て
、
狩
猟
期
の
イ
ノ
シ
シ
捕

獲
を
対
象
と
し
、
町
の
奨
励

金
単
価
を
増
額
。
②
イ
ノ
シ

シ
、
シ
カ
な
ど
の
捕
獲
頭
数

の
見
込
み
増
に
よ
る
。

岩
本
・
大
谷
地
区
土
地
改
良

事
業
調
査
費

２
２
８
万
円

　

ほ
場
整
備
の
実
施
に
向
け
、

国
の
事
業
採
択
に
必
要
と
な

る
事
業
計
画
策
定
の
た
め
、

費
用
対
効
果
や
概
算
事
業
費

な
ど
を
調
査
。

意 

見　
こ
の
事
業
に
向
か
お

う
と
さ
れ
る
担
い
手
の
方
々

の
期
待
に
応
え
る
よ
う
、
計

画
に
つ
い
て
よ
く
詰
め
て
、

希
望
の
持
て
る
農
業
に
な
る

よ
う
な
土
地
改
良
事
業
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

新
井
地
区
農
業
用
水
路
改
良

事
業
費

１
７
０
０
万
円

　

蒲
生
川
を
横
断
す
る
新
井

地
内
農
業
用
水
路
の
漏
水
対

策
と
し
て
、
全
区
間
の
補
強

改
修
に
要
す
る
経
費
。

防
火
水
槽
整
備
事
業
費

４
０
０
万
円
増
額

　

白
地
地
内
防
火
水
槽
の
整

備
費
と
し
て
当
初
予
定
し
た

製
品
で
は
埋
設
の
施
工
が
で

き
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
こ

と
に
伴
う
、
工
事
費
の
増
額
。

　

現
地
を
見
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。
調
査
に
基
づ

い
て
予
算
計
上
す
べ
き
だ
。

チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
て
い
る
の

か
。

  

ご
指
摘
の
と
お
り
。

　

今
後
は
、
予
算
編
成
時
に

十
分
な
精
査
を
行
い
た
い
。

　

12
月
定
例
会
を
、
12
月
15
日
か
ら
17
日

ま
で
３
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
追
加
１
議
案

を
含
む
15
議
案
を
、
原
案
通
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
案
２
件
を
可
決
し
ま

し
た
。

主
な
議
案
の
概
要
と
質
疑

12月定例会コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
多
く
誕
生
し
て
い
る
新
生
児
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

議  

長  

足  

立    

義  

明

キ
ャ
ン
プ
禁
止
区
域
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

マ
ナ
ー
違
反
や
ご
み
の
不

法
投
棄
、
地
域
住
民
と
の
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
の
問
題
も
深
刻

化
し
て
い
る
。

　

特
定
の
区
域
に
お
い
て
は
、

年
間
を
通
じ
て
キ
ャ
ン
プ
及

び
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
行

う
こ
と
を
禁
止
す
る
。

　

禁
止
さ
れ
る
海
岸
線
の

範
囲
は
わ
か
る
が
、
海
岸
か

ら
の
奥
行
き
は
ど
れ
く
ら
い

に
な
る
の
か
。

  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
よ

り
細
か
な
図
面
を
提
供
す
る
。

   

印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

　

３
年
３
月
か
ら
住
民
票
な

ど
の
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
開
始
に
合
わ
せ
、
多

機
能
端
末
か
ら
印
鑑
登
録
証

明
の
発
行
を
行
え
る
よ
う
に

す
る
。

　

性
的
少
数
者
へ
配
慮
し
、

印
鑑
登
録
原
票
か
ら
の
性
別

事
項
を
削
除
し
、
性
別
標
記

の
な
い
印
鑑
登
録
証
明
書
を

発
行
す
る
。

　

例
え
ば
住
民
票
は
、
本

籍
地
を
印
字
す
る
か
ど
う
か

選
択
で
き
る
。

　

印
鑑
登
録
証
明
書
の
場
合

は
選
択
制
で
は
な
く
、
性
別

を
全
く
標
記
し
な
い
と
い
う

こ
と
か
。

  

選
択
制
で
は
な
い
。

　

全
て
の
印
鑑
登
録
証
明
書

に
つ
い
て
、
性
別
を
標
記
し

な
い
こ
と
に
な
る
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
１
月
以
降
、
世
界
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
が
進
み
、
国
内
で
も
、
年
末
に
は
第
３
波
と
も
い

わ
れ
る
感
染
者
数
の
増
加
が
見
ら
れ
、
私
た
ち
は
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
困
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
私
た
ち
の
安
全
安
心
な
生
活
を
守
る

た
め
に
ご
努
力
い
た
だ
い
て
い
る
全
て
の
皆
さ
ま
に
、
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
。

　

町
行
政
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
町
内
の
雇
用

と
事
業
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
農
林
水
産
業
や
商
工
業
、
観
光
業
を
支
援
し
、

引
き
続
き
本
町
の
振
興
発
展
に
向
け
た
取
組
を
力
強
く
展
開
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
も
、
町
内
の
商
店
や
飲
食
店
、
観
光
資
源
な
ど
を
見
直
し
、
地
元
愛

を
も
っ
て
町
内
で
の
消
費
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

第
11
次
岩
美
町
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
て
は
、
こ
の
た
び
の
感
染
拡
大
に

よ
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
新
し
い
働
き
方
、
地
方
移
住
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
変
化
を
的
確
に
と
ら
え
て
本
町
へ
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

を
促
し
、
起
業
や
就
業
者
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
移
住
・
定
住
を
図
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
Ｉ
Ｔ
化
を
支
え
る
情
報

通
信
基
盤
な
ど
の
確
保
も
必
要
で
す
。

　

計
画
策
定
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
幅
広
い
関
係
者
の
方
々
か
ら

の
提
案
を
伺
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

我
々
議
会
も
、
皆
さ
ま
の
声
を
伺
い
な
が
ら
、
個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た

岩
美
町
の
実
現
に
向
け
て
邁
進
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
議
員
一
人
ひ
と
り
の
活
動
が
見
え
、
分
か
り
や
す
く
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
て
、
一
般
質
問
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
生
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
録
画
放
送
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
議
会
の
活
動
が
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
な
が
ら
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
と
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と

っ
て
健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
良
い
年
と
な
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

海岸清掃するボランティア
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■全ての議案を全員一致で可決しました。（※足立議長は本会議の採決に加わらない。）
提出者 議　　案 提出者 議　　案

町 長 鳥取県町村総合事務組合規約の変更 町 長 印鑑条例の一部改正

町 長
非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に
関する条例及び消防賞じゅつ金及び殉職者
特別賞じゅつ金条例の廃止

町 長 手数料徴収条例の一部改正

町 長
介護保険条例及び後期高齢者医療に関する
条例の一部改正

町 長
町の議会議員及び長の選挙における選挙運
動の町費負担に関する条例の設定

町 長 一般会計補正予算（第７号）

町 長 後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

町 長 ふるさと岩美まちづくり寄附条例の一部改正 町 長 国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

町 長 地域創生推進基金条例の設定 町 長 病院事業会計補正予算（第３号）

町 長 国民健康保険税条例の一部改正 町 長 一般会計補正予算（第８号）

町 長 キャンプ禁止区域に関する条例の一部改正 議 員 総務教育、産業福祉常任委員会の所管事務調査

 

討
　
論

  

不
採
択   

（
升
井
祐
子
議
員
）

　

尖
閣
諸
島
の
問
題
が
ま
す

ま
す
悪
化
し
て
い
る
中
、
憲

法
９
条
が
あ
り
核
を
持
た
な

い
日
本
は
、
現
時
点
で
は
日

米
地
位
協
定
を
受
け
入
れ
る

し
か
な
い
。

  

採
択 　

  

（
田
中
克
美
議
員
）

　

県
下
で
米
軍
機
低
空
飛
行

訓
練
が
日
常
的
に
行
わ
れ
、

美
保
基
地
も
米
軍
基
地
に
指

定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
日
米

地
位
協
定
は
、
全
国
民
の
問

題
で
あ
り
、
公
明
党
を
含
む

多
く
の
政
党
が
、
日
米
地
位

協
定
の
改
定
を
政
府
に
求
め

て
い
る
。

  

趣
旨
採
択   

（
寺
垣
智
章
議
員
）

　

犯
罪
の
被
疑
者
た
る
米
軍

人
・
軍
属
の
拘
禁
に
つ
い
て
、

日
米
合
意
に
基
づ
き
起
訴
前

に
日
本
側
へ
の
移
転
、
施

設
・
区
域
外
に
お
け
る
米
軍

機
事
故
に
つ
い
て
は
、
日
米

関
係
者
に
よ
る
制
限
区
域
内

へ
の
立
ち
入
り
が
迅
速
か
つ

【請　願】
件　　　　　　名 結　果 賛否の状況

全国知事会の提言に基づき、新型コロナウイルス禍における日米地位協定の
抜本的改定に取り組むよう国及び関係機関への意見書提出についての請願
　提 出 者：西伯郡南部町福里８３
　　　　　　沖縄と連帯するとっとりの会
　　　　　　　共同代表　石田 正義　外２名
　紹介議員：田中 克美

採　択
（意見書提出）

採　択
　橋本　恒、吉田保雄
　杉村　宏、宮本純一、
　川口耕司、澤　治樹、
　田中克美

早
期
に
行
わ
れ
る
な
ど
、
政

府
は
目
に
見
え
る
取
り
組
み

を
一
つ
一
つ
積
み
上
げ
、
日

米
地
位
協
定
の
あ
る
べ
き
姿

を
不
断
に
追
及
し
て
い
く
と

思
う
。

　  

採
択  

 

（
杉
村 

宏 

議
員
）

　

日
米
安
全
保
障
条
約
の
下

で
日
本
国
内
に
存
在
し
て
い

る
米
軍
基
地
の
負
担
は
、
日

本
全
体
で
担
う
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
規
模
の
適
正
化
や
国
民

の
負
担
軽
減
は
、
日
本
国
の

政
治
が
果
た
す
べ
き
責
務
で

あ
る
。

 

11
月
30
日
臨
時
会

　

人
事
院
勧
告
に
沿
っ
て
、

町
の
一
般
職
員
の
期
末
手
当

を
０
・
05
月
分
引
き
下
げ
る

ほ
か
、
国
の
特
別
職
に
準
じ

て
町
の
特
別
職
及
び
議
員
の

期
末
手
当
も
０
・
05
月
分
引

き
下
げ
る
関
係
条
例
３
議
案

を
全
て
全
員
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

請
願
の
審
査
結
果

12月定例会の審議結果と賛否の状況



執行部の提案をチェッ
クするだけでなく、議
員自ら政策を提案する
―その辺が見
えてこない。

議員に出てみようという
ためには、やりがいあ
る仕事だと、仕事ぶり
を見てもらうことが一番
ではないか。

一般質問以外に、議会
の意思を町政に反映で
きるシステムがあれば
と思う。

常任委員会が録画でも
いいからＨＰで見えるよ
うにしてほしい。

長期的な課題について
も、解決につながるよ
うな質問・質疑をやっ
てほしい。

子ども議会や高校への
出前議会など、子ども
たちが参加できること
を考えて。

平成の合併の時、議員
間で議論して合併しな
かったことは、
すごいこと。

議会ＨＰに議員の立候
補時の公約を
紹介してほし
い。

議会に出た資料は町民
に出されたものと考えて、
議会HPに載
せて。

いわみ議会だより No.1465

町民と議会の意見交換会を
開催しました

　議会活動の在り方検討特別委員会は12月から、議会活動をテーマとする「町民と
議会の意見交換会」を開催しました。議会活動をテーマとする意見交換会は、岩美
町議会では初めての取り組みです。
　町民のみなさんの声をお聞きし、対話を重ねて、「開かれた議会」と議員の力量
向上をめざし、前進したいと思います。

正副自治会長さんと意見交換
（12月23日）

意見交換会は第２弾を４月に開催します。
開催単位は問いません。出前いたします。

岩美まちづくりの会と
意見交換(1月14日)
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一般質問

8議員が町政を質
ただ

す

12月定例会の一般質問（登壇順）
質問議員 ページ 質問事項（通告書のまま）

橋本　恒 ７
１　水害の備えは万全か
２　高齢入院患者の認知機能低下防止のために
３　学校給食費の徴収方法の見直しを

宮本純一 ８ １　有害鳥獣捕獲処理の負担軽減を
２　児童・生徒の安心、安全を優先した通学方法の検討を

吉田保雄 ９
１　町の農業への更なる支援について
２　ウイズ・コロナ時代の中央公民館のオンライン機能について
３　町内の高校生の通学費用補助の検討状況について

寺垣智章 １０ １　爆破予告などに対する町の対応について
２　町民体育館、町民グラウンドの喫煙施設設置について

杉村　宏 １１ １　高齢者の交通環境の整備を
２　学校教育の学びは転換しようとしているのか

森田洋子 １２ １　つながり支えあう介護福祉について
２　地域活性化のための支援の継続を

田中克美 １３ １　持続化給付金について
２　とっとり学力・学習状況調査について

升井祐子 １４
１　ショッピングセンター誘致で地域に賑わいを
２　観光、健康、防災のために愛宕山の整備を
３　コロナ禍にあって都会人にレンタルスペースのサービス提供を

議会だよりでは、内容を１議員１ページに要約しています。議会ホームページでは、動画をご覧いただけます。
会議録は、３月ごろから議会事務局や議会ホームページでご覧いただけます。

　一般質問は、議員が自らの調査・研
究、住民の声にもとづき、町執行部の
方針を質すものです。
　結果として「現行の政策変更」や「新
規政策を採用」させるなどの効果があ
ります。

【質問のルール】
　事前に質問要旨を通告し、議長の許可を
得て質問します。
　質問時間は１人30分以内（答弁の時間
を除く）で、一問一答方式で何度でも質問
できます。



　 
橋
本
　
　
恒  

議
員

一
　
般
　
質
　
問

いわみ議会だより No.1467

 

町
長   

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
範
囲
を
示
し
て
い
る
。

  

橋
本  
岩
美
病
院
周
辺
は
浸

水
想
定
が
０
・
５
㍍
か
ら
１

㍍
に
上
が
っ
た
が
、
従
来
の

浸
水
対
策
で
大
丈
夫
か
。

 

病
院
事
業
管
理
者   
敷
地
の

一
部
が
浸
水
想
定
よ
り
低
い

が
、
止
水
板
や
止
水
シ
ー
ト

で
対
応
で
き
る
。

  

橋
本  

千
年
に
１
度
級
の
大

雨
で
、
岩
美
病
院
周
辺
の
浸

水
予
測
は
３
㍍
未
満
だ
。

　

地
下
の
非
常
用
発
電
機
の

移
設
を
す
べ
き
。

 

病
院
事
業
管
理
者   

発
電
機

更
新
の
際
、
移
設
も
含
め
検

討
し
た
い
。

  

橋
本  

入
院
や
面
会
禁
止
を

原
因
と
す
る
、
認
知
機
能
低

下
を
ど
う
考
え
る
か
。

 

病
院
事
業
管
理
者   

可
能
性

は
あ
る
が
、
医
療
従
事
者
の

サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
岩
美
病

院
で
は
目
立
た
な
い
。

橋
本  

予
防
の
た
め
に
、
な

に
か
対
策
し
て
い
る
か
。

  

橋
本  

面
会
禁
止
で
患
者
も

家
族
も
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

　

不
安
解
消
の
取
り
組
み
を

し
て
い
る
か
。

 

病
院
事
業
管
理
者   

多
業
種

の
チ
ー
ム
で
情
報
共
有
や
ケ

ア
を
行
い
、
認
知
機
能
低
下

予
防
を
行
っ
て
い
る
。

  

橋
本  

面
会
禁
止
に
よ
る
認

知
機
能
低
下
対
策
に
、
ビ
デ

オ
通
話
が
有
効
だ
が
、
導
入

す
る
考
え
は
な
い
か
。

 

病
院
事
業
管
理
者   

ま
ず
、

病
院
内
の
通
信
環
境
を
整
備

す
る
。

  

橋
本  

新
し
い
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
が
配
布
さ
れ
た
が
、

浸
水
想
定
レ
ベ
ル
が
上
が
っ

た
地
区
へ
の
周
知
方
法
は
。

  

西
垣
町
長   

５
地
区
あ
る
が
、

自
治
会
長
会
や
、
各
自
治
会

に
出
向
い
て
説
明
し
て
い
る
。

  

橋
本  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
誌
な
ど
で
、
町
民
に
直
接

伝
え
る
方
法
は
な
い
か
。

  

町
長   

効
果
的
な
方
法
を
考

え
た
い
。

  

橋
本  

千
年
に
１
度
級
の
大

雨
を
想
定
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
か
。

 

病
院
事
業
管
理
者   

家
族
に

は
、
看
護
師
が
患
者
の
病
状

や
、
日
々
の
変
化
を
で
き
る

だ
け
説
明
し
て
い
る
。

岩
美
病
院
の
発
電
機
を
移
設
す
べ
き

認
知
機
能
低
下
予
防
に
ビ
デ
オ
通
話
を

給
食
費
を
公
会
計
化
し
な
い
か

機
器
更
新
の
際
に
移
設
を
含
め
検
討

病
院
内
の
通
信
環
境
を
整
備

検
討
課
題
と
し
た
い

橋
本
　
恒
議
員

橋
本
　
恒
議
員

橋
本
　
恒
議
員

小
谷
病
院
事
業
管
理
者

小
谷
病
院
事
業
管
理
者

寺
西
教
育
長

橋本　恒議員

  

橋
本  

給
食
費
の
集
金
方
法

は
。

 

出
井
教
育
委
員
会
次
長   

　

北
小
学
校
が
、
口
座
引
き

落
と
し
に
変
わ
っ
た
。

  

橋
本  

元
年
度
に
給
食
費
未

納
は
あ
っ
た
か
。

 

教
育
委
員
会
次
長   

こ
こ
数

年
、
未
納
は
な
い
。

  

橋
本  

引
き
落
と
し
で
き
な

い
と
き
の
集
金
方
法
は
。

 

教
育
委
員
会
次
長   

教
頭
と

臨
時
職
員
が
対
応
し
て
い
る
。

  

橋
本  

給
食
費
の
集
金
は
教

員
本
来
の
業
務
で
は
な
い
。

　

給
食
費
を
公
会
計
化
し
な

い
か
。

 

教
育
長   

今
の
仕
組
み
を
維

持
し
た
い
が
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
た
い
。

  

橋
本  

せ
め
て
、
西
小
学
校

も
口
座
引
き
落
と
し
に
す
べ

き
。

 

教
育
長   

学
校
と
保
護
者
の

協
議
の
結
果
だ
。

  

橋
本  

保
護
者
が
現
金
の
集

金
を
望
ん
で
い
る
と
は
思
え

な
い
。

　

学
校
と
保
護
者
が
、
よ
く

話
し
合
っ
て
ほ
し
い
。

伊勢湾台風で床上浸水した旧浦富病院



　 

宮
本
　
純
一  

議
員

一
　
般
　
質
　
問
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町
長  　

難
し
い
と
聞
い
て
い

る
。

　

地
元
の
理
解
を
求
め
て
い

き
な
が
ら
、
他
市
町
村
の
処

分
取
り
組
み
も
研
究
し
検
討

し
て
い
く
。

  

宮
本  

捕
獲
獣
の
焼
却
処
分

持
ち
込
み（
神
谷
清
掃
工
場
）

の
利
用
実
態
は
把
握
し
て
い

る
か
。

 

町
長  　

30
年
3
月
よ
り
無
償

で
の
持
ち
込
み
が
可
能
と
な

っ
た
。

　

30
年
は
15
件
。
元
年
度
は

イ
ノ
シ
シ
３
頭
、
シ
カ
15
頭

の
実
績
だ
。

　

持
ち
込
み
頭
数
が
非
常
に

少
な
い
。

  

宮
本  

運
搬
距
離
が
課
題
で

あ
る
な
ら
、
負
担
軽
減
と
し

て
町
内
1
カ
所
に
集
め
、
ま

と
め
て
運
搬
し
て
は
ど
う
か
。

 

町
長  　

現
段
階
で
は
非
常
に

難
し
い
。

  

宮
本  

４
年
に
稼
働
す
る
新

可
燃
物
処
理
施
設
「
リ
ン
ピ

ア
い
な
ば
」
は
、
捕
獲
獣
の

持
ち
込
み
は
で
き
る
か
。

  

宮
本  

町
で
は
、
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
に
沿
っ
て
被
害
対

策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

課
題
に
対
す
る
３
年
間
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

 

町
長  　

捕
獲
従
事
者
の
確
保

は
、
30
年
は
銃
1
名
、
わ
な

2
名
、
元
年
わ
な
10
名
、
２

年
わ
な
12
名
だ
。

　

銃
猟
捕
獲
従
事
者
の
確
保

が
課
題
だ
。

　

狩
猟
免
許
新
規
取
得
者
に

対
す
る
免
許
取
得
と
狩
猟
登

録
費
用
の
助
成
措
置
と
、
捕

獲
技
術
向
上
の
た
め
の
研
修

会
を
開
催
し
た
。

  

宮
本  

８
月
に
捕
獲
人
材
育

成
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
講
習
会
・
研

修
会
な
ど
を
、
狩
猟
者
の
育

成
と
確
保
の
た
め
に
も
、
今

後
も
計
画
的
に
実
施
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

 

町
長  　

関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
取
り
組
む
。

  

宮
本  

総
務
省
は
29
年
、
狩

猟
者
の
負
担
や
コ
ス
ト
に
つ

い
て
調
査
し
、「
知
っ
て
ほ

し
い
鳥
獣
被
害
現
場
の
実

態
」
を
公
表
し
た
。

　

捕
獲
後
の
労
力
負
担
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

 

町
長  　
埋
設
場
所
の
確
保
、

処
分
に
係
る
費
用
な
ど
の
労

力
は
非
常
に
大
き
な
負
担
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

11
月
に
町
猟
友
会
役
員
と

意
見
交
換
し
た
中
で
、
鳥
取

市
神
谷
清
掃
工
場
ま
で
の
運

搬
距
離
が
長
い
、
捕
獲
頭
数

が
多
く
な
れ
ば
労
力
的
に
負

担
だ
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

捕
獲
獣
処
分
の
負
担
軽
減
を
図
れ

他
市
町
村
の
取
り
組
み
を
研
究
し

た
い

宮
本
　
純
一
議
員

西
垣
町
長

  

宮
本  

統
合
後
の
各
小
学
校

の
通
学
方
法
は
。

 

教
育
長  　

基
本
的
に
は
、
統

合
校
が
あ
る
地
区
の
児
童
は

徒
歩
、
そ
れ
以
外
の
地
区
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス
だ
。

  

宮
本  

早
朝
に
ク
マ
な
ど
の

目
撃
情
報
が
あ
る
が
、
登
下

校
の
安
全
対
策
は
ど
う
し
て

い
る
か
。

 

教
育
長  　

各
小
学
校
に
情
報

提
供
を
行
い
、
教
師
が
引
率

す
る
集
団
下
校
な
ど
の
対
応

を
と
っ
て
い
る
。

  

宮
本  

各
小
学
校
区
の
通
学

路
に
交
通
事
故
多
発
箇
所
が

あ
る
が
、
安
全
対
策
は
ど
う

し
て
い
る
か
。

 

教
育
長  　

安
全
協
議
会
な
ど

の
推
進
会
議
の
中
で
協
議
し

て
い
る
。

  

宮
本  

統
合
か
ら
28
年
た
っ

た
今
、
全
児
童
の
安
全
安
心

を
優
先
し
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

通
学
の
議
論
を
進
め
て
い
く

べ
き
だ
。

 

教
育
長  　

小
学
校
4
キ
ロ
、

中
学
校
6
キ
ロ
と
し
た
徒
歩

通
学
の
基
本
は
続
け
て
い
き

た
い
。

安
全
安
心
を
優
先
し
た
通
学
の

検
討
を

現
状
の
通
学
方
法
を
継
続
し
た

い

宮
本
　
純
一
議
員

寺
西
教
育
長

宮本純一議員

８月に実施された狩猟者向け捕獲人材育成研修会



　 
𠮷
田
　
保
雄  

議
員

一
　
般
　
質
　
問
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𠮷
田  

高
齢
化
、
過
疎
化
に

よ
り
、
稲
作
の
委
託
作
業
に

よ
る
農
業
維
持
が
現
状
だ
。

 

小
規
模
農
家
で
は
、
委
託

作
業
の
ほ
か
に
も
か
な
り
の

出
費
も
あ
り
赤
字
状
態
だ
。

 

稲
作
を
断
念
し
な
い
た
め

に
も
、
小
規
模
農
家
に
助
成

を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

 

町
長  　

認
定
農
業
者
や
集
落

営
農
組
織
に
よ
る
効
率
的
な

営
農
や
、
農
地
の
集
積
に
よ

る
農
業
生
産
基
盤
強
化
が
町

の
基
本
的
な
方
向
だ
。

　

小
規
模
農
家
の
ご
苦
労
は

承
知
し
て
い
る
が
、
助
成
は

考
え
て
い
な
い
。

𠮷
田  

小
規
模
農
家
は
、
水

路
の
泥
上
げ
や
草
刈
り
な
ど

 

町
長  　

条
件
は
あ
る
が
、人
・

農
地
プ
ラ
ン
な
ど
農
業
用
機

械
導
入
を
支
援
す
る
事
業
が

あ
る
。

 

𠮷
田  

先
ご
ろ
中
央
公
民
館

で
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
が
初

め
て
開
催
さ
れ
た
が
、
中
央

公
民
館
の
通
信
環
境
の
整
備

は
ど
う
か
。

　

こ
う
い
っ
た
補
助
制
度
を

活
用
し
て
ほ
し
い
。

農
地
の
維
持
を
し
て
い
る
。

　

農
地
保
全
の
た
め
に
も
、

大
規
模
農
家
や
集
落
営
農
組

織
ま
か
せ
で
よ
い
の
か
。

 

町
長  　

中
山
間
地
域
直
接
支

払
制
度
で
、
集
落
の
共
同
作

業
や
農
地
を
守
る
手
当
て
が

な
さ
れ
て
い
る
。

　
𠮷
田  

コ
ロ
ナ
に
よ
り
農
産

物
の
出
荷
状
況
が
変
わ
る
と

思
う
が
、
農
業
振
興
を
ど
う

考
え
る
か
。

 

町
長  　

外
食
用
米
の
需
要
減

少
も
あ
り
、
大
幅
な
減
産
が

必
要
。

　

国
の
対
応
策
を
注
視
し
、

農
業
関
係
団
体
と
協
議
し
な

が
ら
検
討
す
る
。

𠮷
田  

小
規
模
農
家
が
グ
ル

ー
プ
を
組
ん
で
、
農
業
用
機

械
を
整
備
す
る
場
合
の
支
援

は
あ
る
か
。

出
井
教
育
委
員
会
次
長  

　

施
設
利
用
者
が
接
続
可
能

な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を

整
備
し
て
い
る
。　

　

ま
た
、
一
般
来
館
者
に
、

小
規
模
農
家
の
機
械
整
備
に
支
援

は
あ
る
か

中
央
公
民
館
の
オ
ン
ラ
イ
ン
機
能

の
充
実
を

通
学
費
補
助
の
増
額
は
ど
う
な
っ

た
か

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
支
援
制
度
の

活
用
を

時
代
に
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
き

た
い
　

町
と
し
て
引
き
続
き
要
望
し
て

い
き
た
い

𠮷
田
　
保
雄
議
員

𠮷
田
　
保
雄
議
員

𠮷
田
　
保
雄
議
員

西
垣
町
長

寺
西
教
育
長

西
垣
町
長

𠮷田保雄議員

フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
・
Ｆ
ｉ
も
提
供

し
て
い
る
。

𠮷
田  

中
央
公
民
館
を
ホ
ス

ト
と
し
て
、
町
内
各
所
、
道

の
駅
、
各
地
域
の
公
民
館
、

町
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
な
ど
を
結
び
、

相
互
の
や
り
と
り
を
行
な
え

な
い
か
。

 

寺
西
教
育
長  　
中
央
公
民
館

初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
が

行
な
わ
れ
て
、
大
掛
か
り
な

講
演
会
に
は
設
備
が
足
ら
な

い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

又
、
著
作
権
や
肖
像
権
の

問
題
も
あ
り
、
制
限
の
な
い

配
信
は
難
し
い
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
な
ど

は
想
定
し
て
お
ら
ず
、
今
後

は
時
代
に
合
わ
せ
て
変
え
て

い
き
た
い
。

𠮷
田  

３
月
定
例
会
の
一
般

質
問
で
、
通
学
費
助
成
の
質

問
を
行
っ
た
。

　

県
へ
助
成
増
額
の
要
望
を

し
た
い
と
の
答
弁
で
あ
っ
た

が
、
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

 

町
長  　
通
学
補
助
の
拡
充
は
、

全
市
町
村
が
協
調
し
て
県
に

要
望
す
べ
き
事
項
と
捉
え
て

い
る
。

　

本
年
は
、
補
助
制
度
創
設

の
初
年
度
で
あ
り
、
町
村
会

で
話
し
合
い
、
要
望
は
見
送

っ
た
。

　

今
後
、
機
会
を
見
て
県
に

要
望
し
て
い
き
た
い
。

中央公民館　初のオンライン講演会
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寺
垣  

役
場
庁
舎
な
ど
の
公

共
施
設
に
、
爆
破
予
告
な
ど

が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
は
ど

う
か
。

 

町
長 　

速
や
か
に
警
察
と
協

議
し
対
応
方
針
を
決
め
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

執
務
中
で
あ
れ
ば
当
然
職

員
を
避
難
さ
せ
、
原
則
建
物

は
閉
鎖
と
し
、
安
全
が
確
認

で
き
る
ま
で
は
業
務
は
止
め

ざ
る
を
得
な
い
。

  

寺
垣  

近
隣
住
民
へ
の
周
知

と
避
難
指
示
は
ど
う
か
。

 
町
長 　

ま
ず
は
対
象
区
域
の

自
治
会
長
に
連
絡
し
、
自
治

会
、
自
主
防
災
組
織
、
防
災

無
線
、
町
保
有
の
広
報
車
な

ど
を
活
用
し
周
知
し
て
い
き

た
い
。

　

避
難
指
示
の
範
囲
は
、
警

察
の
指
示
に
従
っ
て
決
め
る
。

  

寺
垣  

保
育
所
や
学
校
に
予

告
が
あ
っ
た
場
合
の
児
童
・

生
徒
及
び
職
員
の
避
難
と
保

護
者
へ
の
周
知
は
ど
う
か
。

 

寺
西
教
育
長 　

児
童
・
生
徒

の
安
全
が
第
一
で
あ
る
た
め
、

警
察
へ
の
報
告
と
同
時
に
避

難
活
動
を
始
め
た
い
。

　

保
護
者
へ
は
、
ま
ず
一
斉

メ
ー
ル
と
防
災
無
線
で
周
知

す
る
。

爆
破
予
告
な
ど
へ
の
対
応
は

警
察
と
協
議
し
方
針
を
決
め
る

寺
垣
　
智
章
議
員

西
垣
町
長

  

寺
垣  

実
際
に
爆
発
し
た
場

合
、
周
辺
の
家
屋
の
補
償
や
、

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
な
ど
、
事
後

の
対
応
は
ど
う
か
。

 

町
長 　

被
害
状
況
や
範
囲
な

ど
を
勘
案
し
た
上
で
、
県
な

ど
と
も
よ
く
相
談
し
な
が
ら

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
は
、
町
の

保
健
師
が
中
心
と
な
っ
て
行

う
が
、
県
の
専
門
機
関
の
協

力
を
得
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。

  

寺
垣  

町
内
の
公
共
施
設
の

敷
地
内
を
全
面
禁
煙
と
し
た

が
、
全
面
禁
煙
と
し
た
前
後

で
、
喫
煙
者
の
マ
ナ
ー
に
変

化
が
あ
っ
た
と
考
え
る
か
。

町
長 　

社
会
全
般
に
公
共
の

場
で
の
禁
煙
化
が
進
ん
だ
こ

と
も
あ
り
、
決
め
ら
れ
た
場

で
の
喫
煙
、
灰
皿
の
携
帯
な

ど
、
以
前
に
比
べ
て
向
上
し

た
と
感
じ
て
い
る
。

  

寺
垣  

町
民
体
育
館
、
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
近
隣
住
民
か

ら
、
た
ば
こ
の
マ
ナ
ー
に
関

す
る
苦
情
は
な
か
っ
た
か
。

 

寺
西
教
育
長  

聞
い
て
い
な

い
。

  

寺
垣  

屋
外
に
国
が
定
め
る

基
準
を
満
た
す
喫
煙
施
設
を

設
置
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う

な
施
設
で
ど
れ
く
ら
い
の
費

用
に
な
る
か
。

町
長 　

施
設
の
利
用
者
が
通

常
立
ち
入
ら
ず
、
近
隣
の
建

物
に
隣
接
し
な
い
場
所
、
明

確
な
区
分
、
標
識
の
掲
示
な

ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

簡
素
な
構
造
の
物
で
あ
れ

ば
70
万
円
程
度
だ
。

  

寺
垣  

町
民
体
育
館
、
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
喫
煙
所
を
設

置
し
な
い
か
。

町
長 　

引
き
続
き
敷
地
内
禁

煙
に
協
力
し
て
ほ
し
い
。

喫
煙
所
の
設
置
を

引
き
続
き
敷
地
内
禁
煙寺

垣
　
智
章
議
員

西
垣
町
長

岩美町役場庁舎

寺垣智章議員
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杉
村  

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
は
、
個
別
学
習
で
、
各

人
が
同
時
に
別
々
の
内
容
を

学
習
す
る
か
。

 

教
育
長  　
学
校
で
は
、
あ
る

子
は
こ
こ
を
、
あ
る
子
は
別

の
こ
と
を
と
は
想
定
し
て
い

な
い
。

 

杉
村  

１
人
１
台
端
末
に
な

っ
た
ら
、
各
人
が
同
時
に

別
々
の
内
容
を
学
習
す
る
と

文
部
科
学
省
は
言
っ
て
い
る
。

　

町
の
学
校
教
育
は
転
換
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

 
教
育
長  　
50
問
解
け
る
子
も
、

５
問
で
一
生
懸
命
や
っ
て
い

る
子
も
、
差
が
あ
る
と
こ
ろ

に
教
師
は
進
度
を
確
か
め
な

が
ら
や
っ
て
い
く
。

　

好
き
な
こ
と
を
自
由
に
や

る
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
。

４
万
４
千
円
の
と
こ
ろ
、
国

補
助
２
万
円
、
２
万
４
千
円

の
負
担
で
、
後
付
け
で
き
る
。

本
人
負
担
部
分
の
町
補
助
を

段
階
的
に
で
も
行
い
た
い
。

　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
事
故

  

杉
村  

安
全
な
自
家
用
車
利

用
の
た
め
、
高
齢
者
に
対
す

る
衝
突
防
止
対
策
１
０
０
％

で
「
運
転
寿
命
」
が
延
び
た

町
と
し
た
い
。

　

急
発
進
抑
制
装
置
設
置
が

 

杉
村  

１
月
に
小
・
中
学
校

４
校
全
て
に
、
児
童
・
生
徒

１
人
当
た
り
１
台
の
情
報
端

末
が
整
備
さ
れ
る
。

　

文
部
科
学
省
が
実
現
目
標

と
し
て
い
る
２
０
２
０
年
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
、

町
の
学
校
教
育
で
現
実
の
も

の
と
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

今
年
度
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
ス
ピ
ー
ド
を
確
認
す
る
授

業
を
行
う
か
。

 

教
育
長  　
不
具
合
が
な
い
か

ど
う
か
、
一
斉
に
試
し
て
み

た
い
。

 

杉
村  

そ
の
状
況
や
、児
童
・

生
徒
の
感
想
な
ど
を
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
生
中
継
の
公

開
授
業
を
行
わ
な
い
か
。

 

教
育
長  　
学
校
で
生
中
継
は

で
き
な
い
。
撮
影
は
い
け
な

い
と
い
う
子
ど
も
も
若
干
名

あ
る
。

　

保
護
者
に
は
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
使
っ
た
授
業
を
見

て
も
ら
う
べ
き
で
、
公
開
学

習
を
す
る
よ
う
学
校
に
お
願

い
す
る
。

 

杉
村  

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で

使
用
す
る
デ
ジ
タ
ル
学
習
教

材
は
、
家
庭
に
ネ
ッ
ト
接
続

環
境
が
あ
っ
て
、
Ｉ
Ｄ
と
パ

ス
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
ド
リ
ル

を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
子

ど
も
は
で
き
る
け
れ
ど
も
、

家
庭
に
環
境
が
な
い
児
童
・

生
徒
は
で
き
な
い
か
。

 

教
育
長  　
家
庭
に
環
境
が
な

い
場
合
、
で
き
な
い
。

を
起
こ
す
と
、
被
害
者
や
世

間
の
怒
り
は
本
人
だ
け
で
な

く
、
家
族
に
も
向
き
が
ち
だ
。

責
任
を
感
じ
、
苦
悩
す
る
家

族
は
非
常
に
多
い
。
本
人
や

ご
家
族
の
苦
悩
を
町
内
で
は
、

決
し
て
発
生
さ
せ
た
く
な
い
。

 

町
長  　
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
と
話
を
し
、
上
乗
せ
補
助

の
研
究
を
し
て
み
た
い
。

 

杉
村  

岩
美
駅
西
側
の
自
転

車
駐
輪
場
の
使
用
状
況
を
踏

ま
え
、
駐
輪
場
縮
小
と
高
齢

者
専
用
の
駐
車
場
整
備
は
ど

う
か
。

 

町
長  　
駐
輪
場
を
縮
小
し
て

も
支
障
が
な
い
な
ら
、
駐
車

場
へ
の
一
部
転
用
に
つ
い
て
、

来
年
度
に
向
け
て
調
査
を
進

め
た
い
。

衝
突
防
止
後
付
け
補
助
を

別
々
の
内
容
を
学
習
す
る
の
か

上
乗
せ
補
助
の
研
究
を
す
る

想
定
し
て
い
な
い

杉
村
　
宏
議
員

杉
村
　
宏
議
員

西
垣
町
長

寺
西
教
育
長

杉村　宏議員

１月14日朝８時の岩美駅前駐輪場
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事
業
が
市
町
村
で
実
施
で
き

る
。

　

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

  

町
長   

同
じ
機
能
の
も
の
を

行
っ
て
い
る
の
で
考
え
て
い

な
い
。

  

町
長   

他
町
村
で
の
共
同
住

宅
の
対
応
を
今
後
研
究
し
た

い
。

  

森
田  

介
護
施
設
の
介
護
手

続
き
が
大
変
だ
と
聞
い
た
。

書
類
の
作
成
が
業
務
の
半
分

を
占
め
て
い
る
現
状
も
あ
る
。

　

相
談
窓
口
の
業
務
が
で
き

て
い
る
か
、
人
材
確
保
は
ど

う
か
、
岩
美
病
院
に
つ
い
て

伺
う
。

  

小
谷
病
院
事
業
管
理
者   

非

常
に
多
忙
を
極
め
て
い
る
。

相
談
業
務
は
十
分
と
は
い
え

な
い
。

　

介
護
職
員
の
人
材
確
保
は

で
き
て
い
る
。

  

森
田  

本
年
６
月
に
成
立
し

た
改
正
社
会
福
祉
法
な
ど
に

よ
り
、
来
年
度
か
ら
断
ら
な

い
相
談
支
援
、
参
加
支
援
、

地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援

を
一
体
的
に
進
め
る
新
た
な

  

森
田  

第
７
期
岩
美
町
介
護

保
険
事
業
計
画
、
高
齢
者
福

祉
計
画
が
最
終
年
度
だ
。

　

ど
の
よ
う
に
進
め
て
き
た

か
。
成
果
は
、
今
後
の
課
題

は
な
に
か
。

  

町
長   

自
立
支
援
、
重
度
化

防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
で
、

サ
ロ
ン
、
高
齢
者
サ
ー
ク
ル

の
設
置
目
標
を
立
て
取
り
組

ん
だ
。

　

身
近
な
通
い
の
場
の
拡
充

は
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
。

　

今
後
は
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
推
進
が
重
要
。

　

一
層
強
化
し
、
推
進
に
努

め
た
い
。

  
森
田  

町
は
29
年
４
月
、
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。

　

支
援
者
に
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
し
、
効
果
的
な
取
り
組

み
が
で
き
た
か
。

  

町
長   

今
現
在
は
、
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
る
と
考

え
る
。

　

今
後
、
高
齢
者
人
口
増
加

で
、
要
支
援
認
定
を
受
け
る

方
も
増
加
す
る
。
要
介
護
状

態
に
な
ら
な
い
取
り
組
み
に

力
を
入
れ
た
い
。

  

森
田  

人
口
１
万
人
の
南
部

町
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
取
り
組
み
で
、
高
齢

者
の
共
同
住
宅
を
実
現
し
た
。

　

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備

を
考
え
て
い
る
か
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
を
進
め
よ

地
域
活
性
化
の
た
め
の
支
援
を
継

続
せ
よ

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推

進
す
る

国
の
３
次
補
正
の
活
用
を
検
討

し
た
い

森
田
　
洋
子
議
員

森
田
　
洋
子
議
員

西
垣
町
長

西
垣
町
長

  

森
田  

コ
ロ
ナ
対
策
支
援
策

と
し
て
、
20
％
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
を
発
行
し
た
。

　

現
状
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

 

町
長   

町
内
事
業
者
を
支
援

す
る
た
め
、
一
世
帯
５
冊
、

５
万
円
限
定
で
一
万
冊
を
販

売
し
、
約
82
％
購
入
い
た
だ

い
た
。

　

今
現
在
の
換
金
率
は
約

90
％
だ
。

  

森
田  

９
月
か
ら
来
年
２
月

を
期
間
と
す
る
５
千
円
ク
ー

ポ
ン
を
全
町
民
に
配
布
し
、

町
内
飲
食
、
宿
泊
業
を
支
援

し
た
。

　

大
盛
況
だ
。
ど
う
捉
え
て

い
る
か
。

  

町
長   

改
め
て
地
域
の
飲
食

店
が
再
発
見
で
き
た
。

　

事
業
者
の
方
か
ら
売
上
げ

が
回
復
し
て
き
た
と
の
声
を

聞
い
て
い
る
。

  

森
田  

今
の
支
援
は
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
考
え
る
。

　

今
後
の
支
援
継
続
は
考
え

て
い
る
か
。

 

町
長   

町
内
３
７
２
の
事
業

所
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
し
た
。

　

施
策
に
反
映
で
き
る
も
の

は
、
国
の
３
次
補
正
の
活
用

を
検
討
し
た
い
。

森田洋子議員

玉手箱体操の普及に取り組む介護予防運動普及員の方々
（くがみ玉手箱体操サークル）



田
中
　
克
美  

議
員

一
　
般
　
質
　
問
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田
中  

常
態
化
し
て
い
る
教

員
の
過
重
労
働
に
、
全
国
学

力
テ
ス
ト
、
県
学
力
テ
ス
ト

の
分
析
、
評
価
の
作
業
が
加

わ
る
。

　

し
か
も
授
業
改
善
に
役
立

た
た
な
い
。

　

過
重
労
働
に
輪
を
か
け
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

  

教
育
長   

学
力
テ
ス
ト
を
生

か
し
た
い
と
い
う
思
い
だ
。

　

過
重
労
働
に
な
る
が
、
学

校
は
、
生
か
す
た
め
工
夫
し

て
い
る
。

  

田
中  

県
教
育
委
員
会
は
、

全
国
学
力
テ
ス
ト
と
別
に
、

県
独
自
の
学
力
テ
ス
ト
を
今

年
度
か
ら
始
め
た
。

　

県
教
委
は
、「
全
国
学
力

テ
ス
ト
」
と
「
と
っ
と
り
学

力
テ
ス
ト
」
を
活
用
し
て
授

業
改
善
を
図
り
、
５
年
度
ま

で
、
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
全

教
科
で
全
国
平
均
を
毎
年
１

ポ
イ
ン
ト
以
上
上
回
る
と
数

値
目
標
を
掲
げ
た
。

　

専
門
家
は
、「
学
力
調
査
」

と
「
指
導
に
役
立
つ
テ
ス

ト
」
は
別
物
で
あ
り
、
２
つ

を
混
ぜ
て
は
い
け
な
い
と
指

摘
し
て
い
る
。

　

全
国
学
力
テ
ス
ト
は
、
結

果
が
分
か
る
の
が
遅
く
指
導

改
善
に
役
立
た
な
い
。　
　

　

指
導
に
生
か
す
テ
ス
ト
は

教
え
た
こ
と
が
ど
れ
だ
け
定

着
し
て
い
る
か
を
把
握
す
る

の
が
目
的
で
、
全
体
の
正
答

率
に
は
意
味
は
な
い
。　
　

　

県
学
力
テ
ス
ト
も
正
答
率

を
出
す
の
か
。

  

教
育
長   

時
間
が
か
か
る
の

は
仕
方
が
な
い
。

　

県
学
力
テ
ス
ト
も
正
答
率

を
出
す
と
聞
い
て
い
る
。　

　

正
答
率
を
出
し
て
比
較
す

る
こ
と
は
ど
う
か
と
思
う
。

　

し
か
し
正
答
率
だ
け
を
目

的
と
し
て
は
い
な
い
。

  

田
中  

数
値
目
標
は
、
学
校

と
教
員
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に

な
る
。

　

通
常
の
教
育
活
動
に
ゆ
が

み
を
生
じ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

  

教
育
長   

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
だ

と
思
う
が
、
ゆ
が
み
を
生
む

も
の
で
は
な
い
。

  

田
中  

ほ
と
ん
ど
の
農
家
が

持
続
化
給
付
金
の
対
象
と
な

り
得
る
と
い
う
の
が
国
会
の

大
臣
答
弁
だ
。

　

大
臣
答
弁
を
農
業
者
に
知

ら
せ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど

う
か
。

  

町
長   

持
続
化
給
付
金
を
受

け
た
農
業
者
は
ま
だ
少
な
い
。

　

町
は
、
農
業
者
が
対
象
で

あ
る
こ
と
、
給
付
金
の
対
象

と
な
る
算
定
と
給
付
額
を
知

ら
せ
る
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

12
月
の
町
広
報
紙
と
一
緒
に

全
戸
に
配
っ
た
。

  

田
中  

申
請
を
支
援
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
Ｊ

Ａ
岩
美
支
店
と
も
協
議
し
、

申
請
の
支
援
に
つ
な
が
る
よ

う
努
力
せ
よ
。

  

町
長   

申
請
漏
れ
に
な
ら
な

い
よ
う
、
14
、
15
日
に
町
、

Ｊ
Ａ
岩
美
支
店
、
振
興
公
社

３
者
で
説
明
会
を
開
い
た
。

　

問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
は
、

し
っ
か
り
と
対
応
し
た
い
。

　

申
請
支
援
に
つ
い
て
も
、

町
の
方
か
ら
岩
美
支
店
に
呼

び
か
け
た
い
。

　  

田
中  

持
続
化
給
付
金
受
給

者
に
10
万
円
を
上
乗
せ
し
て

い
る
町
独
自
の
給
付
金
に
つ

い
て
、
減
収
が
50
％
未
満
の

事
業
者
も
対
象
に
す
る
こ
と

を
求
め
る
。

  

町
長   

現
時
点
で
は
対
象
拡

大
は
考
え
て
い
な
い
。

　

国
の
３
次
補
正
を
踏
ま
え

た
上
で
、
実
情
を
よ
く
見
て
、

議
会
と
も
相
談
し
て
判
断
し

て
い
き
た
い
。

持
続
化
給
付
金
申
請
、
町
は
農
業

者
を
支
援
せ
よ

申
請
支
援
を
農
協
に
呼
び
か
け
た

い

田
中
　
克
美
議
員

西
垣
町
長

学
力
テ
ス
ト
は
授
業
改
善
に
役
立

た
な
い

学
力
テ
ス
ト
は
生
か
し
た
い

田
中
　
克
美
議
員

寺
西
教
育
長

田中克美議員

岩美西小学校６年生のテスト風景



升
井
　
祐
子  

議
員

一
　
般
　
質
　
問

岩美高
校
女子バレーボール部

　この３年間は自分が大きく成長した
３年間でした。思い通りにならない事
も多かったですが、その分自分たちで
考えて動くという機会が増えて、バレ
ーボールの技術はもちろんですが、人
として大きく成長できた３年間でした。

3 年　澤田　穂花
　私はレギュラーとしてコートでプレ
ーすることはできませんでしたが、レ
ギュラーの選手に声をかけたり、ボー
ルを打ったりして、側からチームに貢
献できるよう努力しました。親元を離
れ寮で生活しながら岩美高校でバレー
ボールができ、とても充実した３年間
でした。

3 年　安住　琴菜

　この３年間辛いこともありましたが、
技術だけでなく精神面も鍛えることが
でき、全国の舞台で戦えたこと、本当
に嬉しかったです。これまで培った経
験を活かし、次へ進みたいと思います。
ありがとうございました。

3 年　石橋　里奈

　３年間つらいこともたくさんあった
けど、その分楽しいこともたくさんあ
った 3 年間でした。きつい練習やトレ
ーニングもたくさんあったけど、乗り
越えることができ成長できました。全
国大会にも出場でき良い経験が出来ま
した。

　沢山の方々に応援して頂いて、感謝の気持ちでいっぱい
です。ありがとうございました。

3 年　新野　令華

　私にとって岩美でのバレーボール生活
は、とても濃い３年間でした。１年生の頃
からコートに立たせてもらい、オレンジコ
ートでプレーすることができました。２年
生の時には一度も優勝することができず、
悔しいまま自分たちの代になりました。
　中国新人大会で第３位となり、県内大

会完全制覇を目指していた時に、コロナウイルス感染症が蔓
延し、試合や遠征がなくなりました。それでも春高があるこ
とを信じて練習を重ね、春高のオレンジコートでプレーをし
てバレーボール人生を締めくくることができて本当に良かっ
たです。ありがとうございました。

3 年　藤田璃乙奈

　私たちの目標は、今年３年生に連れ
て行ってもらった春高の舞台に自分た
ちの力で立ち、全国で勝ち進み、鳥取
県内だけでなく全国にも『岩美』の名
を轟かせることです。
　応援してくださっている地域の方々
やお世話になっているたくさんの方々

に、バレーボールを通して恩返しができるように、これか
らもより一層頑張ります。

１・2年代表　高田　美月

　私は岩美に来て、バレーボールをす
ることができて本当に良かったです。
楽しかったこともあるけど、辛いこと
も多かった３年間ですが、自分をとて
も成長させてくれた場所でした。

3 年　中嶋　妃和

　岩美町の皆様にはいつも岩美高校女子バレーボール部の
活動を応援していただきありがとうございます。先日の春
高全国大会出場にあたり、多くの方々に物心両面にわたる
ご支援をいただきありがとうございました。今後も『岩美』
の名前を全国に轟かせることができるよう頑張っていきま
すので、応援よろしくお願いします。

監督　井上　　剛

元気もらった！ありがとう
２年ぶり３度目の春高バレー
（第73回全日本バレーボール高
等学校選手権大会）に出場した
岩美高校女子バレーボール部の
皆さんに聞きました。
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町
長   

散
策
道
の
除
草
や
植

栽
の
剪
定
は
、
地
元
岩
井
温

泉
区
が
行
っ
て
い
る
。

　

近
年
、
散
策
路
と
し
て
は
、

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
出
現
で
足

が
遠
の
い
て
い
る
。

  

升
井  

登
り
や
す
さ
か
ら
避

難
路
と
し
て
の
活
用
は
ど
う

か
。

 

町
長   

避
難
路
に
つ
い
て
は
、

地
元
と
協
議
す
る
。

  

升
井  

岩
井
温
泉
は
、
１
３

０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
山
陰

最
古
の
温
泉
。
し
か
し
、
近

年
10
年
間
で
入
浴
客
数
が

43
％
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。

　

一
方
、
岩
井
の
街
中
に
あ

る
愛
宕
山
は
石
仏
、
展
望
台

や
ゆ
か
む
り
塔
な
ど
、
文
化

財
的
な
価
値
に
恵
ま
れ
、
今

は
荒
廃
し
て
い
る
が
、
休
憩

所
や
ト
イ
レ
も
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
整
備
し
、
温
泉

客
や
、
町
民
に
親
し
ま
れ
る

散
策
道
と
し
て
蘇
ら
せ
て
は

ど
う
か
。

  

升
井  

第
10
次
岩
美
町
総
合

計
画
で
は
、
重
要
度
が
高
い

が
満
足
度
の
低
い
も
の
と
し

て
、
企
業
誘
致
、
雇
用
の
確

保
、
若
者
の
就
職
支
援
、
防

災
、
災
害
対
策
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
複
合
型
の
商
業

施
設
を
誘
致
す
れ
ば
、
雇
用

が
増
え
、
町
と
し
て
の
賑
わ

い
を
創
出
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

　

ま
た
、
企
業
誘
致
に
つ
い

て
の
考
え
は
ど
う
か
。

  

町
長   

幹
線
道
路
の
整
備
に

伴
い
、
町
民
の
生
活
環
境
が
、

以
前
に
比
べ
利
便
性
が
向
上

し
て
き
て
い
る
と
思
う
。

　

商
業
施
設
を
誘
致
す
る
に

は
、
ま
ず
商
業
圏
が
問
題
と

な
る
。
町
内
の
小
売
店
な
ど

と
の
絡
み
、
そ
し
て
採
算

ベ
ー
ス
か
ら
も
非
常
に
難
し

い
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
も
、

企
業
が
進
出
し
た
い
と
い
う

情
報
が
あ
れ
ば
、
働
き
か
け

を
し
た
い
と
思
う
が
、
現
段

階
で
は
難
し
い
。

  

升
井  

今
後
、
町
の
活
性
化

に
役
立
つ
策
を
考
え
て
い
る

か
。

  

町
長   

国
が
３
次
補
正
予
算

を
作
成
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上

で
、
町
内
の
商
店
や
事
業
者

が
、
持
続
可
能
で
元
気
に
な

る
よ
う
な
も
の
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
を

取
り
組
む
事
業
者
あ
れ
ば
検
討

し
た
い

升
井
　
祐
子
議
員

西
垣
町
長

複
合
型
商
業
施
設
の
誘
致
を

更
に
愛
さ
れ
る
岩
井
温
泉
街
に

進
出
し
た
い
企
業
な
け
れ
ば
難

し
い

地
元
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
す
る

升
井
　
祐
子
議
員

升
井
　
祐
子
議
員

西
垣
町
長

西
垣
町
長

  

升
井  

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の

長
期
化
と
と
も
に
増
大
し
た

ス
ト
レ
ス
の
影
響
は
深
刻
だ
。

　

本
町
の
空
き
家
や
倉
庫
を

レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、

町
内
外
者
に
安
価
に
貸
し
出

し
、
リ
モ
ー
ト
で
仕
事
を
し
、

気
分
転
換
を
し
て
も
ら
え
ば
、

双
方
に
と
り
有
益
で
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

 

町
長   

民
泊
事
業
者
が
取
り

組
み
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
町

と
し
て
支
援
を
検
討
し
た
い
。

  

升
井  

都
市
部
と
地
方
の
双

方
に
拠
点
を
持
ち
、
定
期
的

に
仕
事
や
余
暇
を
過
ご
す
こ

と
を
検
討
す
る
方
に
、
何
ら

か
の
施
策
を
行
え
な
い
か
。

 

町
長   

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
、

交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し

継
続
的
に
本
町
に
お
越
し
い

た
だ
い
て
、
最
終
的
に
半
分

移
住
、
ま
た
は
移
住
に
つ
な

げ
て
い
く
取
り
組
み
を
し
て

い
る
。

升井祐子議員

岩井温泉街から望む愛宕山



岩美高
校
女子バレーボール部

　この３年間は自分が大きく成長した
３年間でした。思い通りにならない事
も多かったですが、その分自分たちで
考えて動くという機会が増えて、バレ
ーボールの技術はもちろんですが、人
として大きく成長できた３年間でした。

3 年　澤田　穂花
　私はレギュラーとしてコートでプレ
ーすることはできませんでしたが、レ
ギュラーの選手に声をかけたり、ボー
ルを打ったりして、側からチームに貢
献できるよう努力しました。親元を離
れ寮で生活しながら岩美高校でバレー
ボールができ、とても充実した３年間
でした。

3 年　安住　琴菜

　この３年間辛いこともありましたが、
技術だけでなく精神面も鍛えることが
でき、全国の舞台で戦えたこと、本当
に嬉しかったです。これまで培った経
験を活かし、次へ進みたいと思います。
ありがとうございました。

3 年　石橋　里奈

　３年間つらいこともたくさんあった
けど、その分楽しいこともたくさんあ
った 3 年間でした。きつい練習やトレ
ーニングもたくさんあったけど、乗り
越えることができ成長できました。全
国大会にも出場でき良い経験が出来ま
した。

　沢山の方々に応援して頂いて、感謝の気持ちでいっぱい
です。ありがとうございました。

3 年　新野　令華

　私にとって岩美でのバレーボール生活
は、とても濃い３年間でした。１年生の頃
からコートに立たせてもらい、オレンジコ
ートでプレーすることができました。２年
生の時には一度も優勝することができず、
悔しいまま自分たちの代になりました。
　中国新人大会で第３位となり、県内大

会完全制覇を目指していた時に、コロナウイルス感染症が蔓
延し、試合や遠征がなくなりました。それでも春高があるこ
とを信じて練習を重ね、春高のオレンジコートでプレーをし
てバレーボール人生を締めくくることができて本当に良かっ
たです。ありがとうございました。

3 年　藤田璃乙奈

　私たちの目標は、今年３年生に連れ
て行ってもらった春高の舞台に自分た
ちの力で立ち、全国で勝ち進み、鳥取
県内だけでなく全国にも『岩美』の名
を轟かせることです。
　応援してくださっている地域の方々
やお世話になっているたくさんの方々

に、バレーボールを通して恩返しができるように、これか
らもより一層頑張ります。

１・2年代表　高田　美月

　私は岩美に来て、バレーボールをす
ることができて本当に良かったです。
楽しかったこともあるけど、辛いこと
も多かった３年間ですが、自分をとて
も成長させてくれた場所でした。

3 年　中嶋　妃和

　岩美町の皆様にはいつも岩美高校女子バレーボール部の
活動を応援していただきありがとうございます。先日の春
高全国大会出場にあたり、多くの方々に物心両面にわたる
ご支援をいただきありがとうございました。今後も『岩美』
の名前を全国に轟かせることができるよう頑張っていきま
すので、応援よろしくお願いします。

監督　井上　　剛

元気もらった！ありがとう
２年ぶり３度目の春高バレー
（第73回全日本バレーボール高
等学校選手権大会）に出場した
岩美高校女子バレーボール部の
皆さんに聞きました。
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　岩美町の海に魅せられて、昨春、移住して参りました。
　移住後は、親切な先輩移住者や地域住民の方々に支えていただ
きながら、コロナ対策の上、海や山のアクティビティを楽しんだり、
美しい自然の数々をカメラに収めたりして過ごしています。
　昨秋、浦富海岸を撮影した写真が「うみぽす」に入賞し、町の
魅力発信に貢献できて嬉しかったです。
　最近は、積雪量に驚く日々です。雪かき・雪下ろしは人生初で
した。
　寒さなど厳しい冬ですが、住んでいるからこそ出会える冬景色
があると感じました。
　今後も町の魅力を発見・発信し続けたいと思います。

大  谷　 麻  予 さん　

　母方の実家が岩美町で、幼少期にはよく訪れ自然豊かな環境で
遊んでいました。
　自分自身の人生設計について考えるようになると、田舎暮らし
がしたいという思いが強くなり、岩美町へ地域おこし協力隊とし
て夫婦で移住を決めました。
　移住前に想像していた以上に地域住民の皆さんには親切にして
いただき、また海の幸・山の幸が食卓に溢れ嬉しい悲鳴です（笑）。
　今シーズンは数年ぶりの寒波で雪かき等も大変でしたが、降雪
後ご褒美の様な絶景もあり不便も楽しんでいます。
　これからも協力隊として岩美町に貢献できるように頑張ります。

黒  崎　　 大 さん　

　私達夫婦は、岩美町の自然豊かなところにひかれて移住をしま
した。
　僕は出身が九州なので、雪が降る県での生活を経験したことが
なく、積雪の多さや寒さに度肝を抜かれました。
　雪の多い場所で問題なく生きていけるかや、今年以上に雪が降っ
た場合はどうしていくかを妻と話し合ったりもしました。
　そういう不安のある中、近所の方達が除雪機などを使って一緒
に駐車場の雪をかいて下さったりして、とても心強く励みになり
ました。
　気遣って下さる優しい方々に囲まれ、私達夫婦は前向きに生活
を送っています。

浦  瀬　 政  則さん、史  帆さん

大雪を初めて体験
された

みなさんに聞きました
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